
 

 

 

健康宣言 

 

-働きやすい職場を目指して--- 

2018 年 6 月に働き方改革法が成立し、2019 年 4 月以降順次施行されています。 特に私たちの業界では、2024 年 4 月

1 日より残業時間の上限が設定され、今までの仕組みでは成り立たない状況になります。 同時にコンプライアンスを遵守できない

会社は淘汰されていくことになります。 このような時代に合って、私たちは、働きすぎを防ぎ、従業員の皆様の健康を守り、多様な

ワーク・ライフバランスの実現 に努めてゆかなくてはならないと考えます。 さらに当社では社員の多彩な働き方を応援してまいりた

いと考えております。 

 

（取り組み内容） 

・疾病の高リスク者に対する重症化予防（再検査・精密検査の受診率向上） 

・インフルエンザ予防接種費用の全額負担 

・メンタル不調者への対応（外部機関の活用促進） 

・がん検診率の向上並び治療と仕事の両立 
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健康経営の取り組みについて 

当社は本業である運送＝『運ぶ』ことを通して、お客様、社員とその家族、 

そしてすべてのステークホルダーとの幸福な関係を理想として平成 3 年 3 月に設立致しました。 

平成 30 年に協会けんぽの健康宣言をきっかけに令和元年から、より主体的に従業員の 

健康増進や豊かさをサポートしたいとの想いから、健康経営を導入することとなりました。 

一人ひとりが健康で幸福感を持って働くことによる組織の活性化、生産性の向上を目指してまいります。 

日本健康会議より「健康経営優良法人 2021・2023 (中小企業法人部門)ブライト 500」の認定をいただきました。 

従業員の健康管理を経営的な視点で考え、戦略的に実践する「健康経営」の取り組みが優良であると認められました。 

2019 年より健康経営の取り組みを実施しており、今後も継続して従業員の健康づくりを通して、従業員のワーク・エンゲイジメント

の向上に取り組んでまいります。 
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推進体制 

 

 

 

健康経営の指標 

 

 

従業員の主体的な健康づくりの促進や環境づくりを通じて、健康で活力あふれる従業員が育まれることで、従業員一人ひと

りがパフォーマンスを最大限発揮できるよう、以下の重点指標の改善に取り組んでまいります。 

 

  １．高血圧症の改善 

2．定期健診ならびに再検査の受診率 

3．喫煙率 

4．アブセンティーイズム 

5．プレゼンティーイズム 

6．ワーク・エンゲイジメント 

     7．仕事満足度 

 

     <弊社従業員にみられる健康課題> 

      ・高血圧症の割合が高く、将来の生活習慣病リスクにつながる可能性がある 

      ・従業員の喫煙率が高く、継続的な喫煙対策 

・仕事と治療の両立支援による対策が必要 

 

 



健康関連指標の変化と目標値 

 

健康関連指標 2023 年 目標値 

（2024 年） 

最終目標値 

（2027 年） 

血圧リスク者率 22% 20％ 15％ 

 定期健康診断 100% 100％ 100％ 

再検査・精密検査 100% 100％ 100％ 

特定保健指導実施率 40% 50％以上 100％以上 

喫煙率 22% 33％ 50％ 

アブセンティーイズム（傷病による平均欠勤日数） 3 日 ３日以下 3 日以下 

ワーク・エンゲイジメント（新職業性ストレスチェックのワーク・エンゲイジメントに関する設問（2 項目）によるスコア ） 2.5 3.5 4.0 

仕事満足度（従業員アンケート調査によるスコア） 2.7 2.8 3.0 

 

健康経営の取り組みに関する効果検証 

自社の具体的な健康課題把握と効果検証を目的に、年に 1 度従業員へ健康習慣アンケートを実施しています。 

 

 

 



 

 

 

 

・健康経営の取り組み当初からの課題であった食べ物・運動に関しても、各施策を継続し健康づくりを促すことで、従業員の意

識や行動に改善傾向が見受けられる。 

 

 

 

2023年～2024年の経年評価 



 

 

 



 

健康経営に関する目標ならびに計画について 

 

従業員からの健康習慣アンケート結果をもとに、今年度の推進計画を策定 

 

 

 

 

 

 

 



主な取り組み項目 

取り組み内容と結果 実施目的 投資額 

2 ① 法定ストレスチェックの実施 

法定ストレスチェックの実施と、年間を通じた産業医による web 相

談などを実施 

メンタルヘルスケアの充実 

従業員のこころの健康サポー

ト 

人件費等 

60 万円 

7 ② 体力づくりのサポート内容を充実 従業員の運動に対する意識

向上 

機材購入 

20 万 

8 年 3 回の集合教育の際に、産業医の先生から講和を通じて全社

員へ意識向上に努めている。 

生活習慣病予防や食事に対

する意識向上 

人件費等 

15 万円 

9 毎月第３金曜日に笑顔の日と題して、全従業員へおにぎりを提供

している。 

コミュニケーション向上や食事

補助 

年間投資 

90 万円 

 

 

当社の健康経営推進の概略図(戦略マップ) 

今後の課題への取り組みについて 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

メンタルヘルスに
関する相談窓口の
設置 

専門家によるメンタ
ルサポート、健康
相談の利用者数の
増加 

高ストレス者の
減少 

ワーク・エンゲイ
ジジメントの向上 

 
健康食品の配布 

食べ物に関して 
健康づくりに取り組
む従業員数の増加 

再検査・精密検査
対象者数の減少 

プレゼンティーイズ
ムの減少 

 
業務効率化ツール

の導入 

 
残業時間の削減 

ワークライフバラン
スの取れた従業員
数の増加 
 

仕事満足度の 
向上 

従業員の健
康、モチベー
ションアップに
より、活力あ
る職場環境の
構築並び人財
採用力の向
上 



 

2023 年度の成果と効果検証 

健康課題の指標である血圧リスク者率については、前年比 2％改善しました。 

特に健康づくりへの関心の薄い従業員への行動変容を促すことを目的として、従業員の運動に対する意識向上の一環と

して、全従業員に対してフィットネス施設の利用を促進し、利用率の向上に結び付いたと考えています。 

さらに受診勧奨強化や特定保健指導実施の促進など複数の施策を組み合わせて実施することで、特に特定保健指導

実施率については前年比 1％向上が見られました。 

この結果、毎年の健康習慣アンケートにより測定している生活習慣において、健康行動を行っている従業員（５ステー

ジモデルによる行動期と維持期の割合の合計）は、食生活（前年比＋9％）と禁煙（前年比+10％）の 2 項目で

前年を大きく改善しました。 

複数の取り組みが相乗効果を発揮し、意識や生活習慣の改善につながった結果、目標指標である血圧リスク者率の 

改善に結びついたものと分析しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


